
健康危機対策課

Ⅰ 感染症の発生状況について

書面報告（１） -② - Ⅰ



令和3年から日本の結核罹患率が10を下回り、「低まん延国」となった。

日本の結核罹患率は、米国など他の先進国の水準に近づいているものの、

船橋市の結核罹患率は令和5年に増加、令和6年に減少と、ほぼ横ばいと

なっており、今後も引き続き、動向を注視する必要がある。

感染症の発生状況
（結核）

1

H23 H24 H25H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2 R3 R4 R5 R6
船橋市 18 14 19 19 18. 22. 12. 16. 15. 10. 8.8 7.1 8.5 7.7
千葉県 16 14 15 14 14 15 12 12. 11. 9.7 8.8 7.9 7.5 8.0
全国 17. 16. 16 15 14 14 13 12 12 10 9.2 8.2 8.1 8.1
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結核の新規登録患者における外国出生者の割合

は平成30年に増加し、令和5年にかけて減少

していたが、令和6年には再び増加。

コロナ禍で低迷した国内外の活動活発化等の

影響と考えられるが、これを受け、市民への

啓発物である「結核情報」を外国出生者向けに

も作成し、庁内外の関係機関や各施設へ配布。
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・届出数は全国的にも高水準が続いており、船橋市においても、近年は過

去最高を毎年更新している。

・年代は、男性が20代から60代にかけて多く、女性は20代が多い。

・梅毒を合併した妊婦の届出もあり、先天梅毒（*）報告も全国で増加。

* 妊婦から胎盤を通じて胎児へ感染させ、死産や早産、新生児死亡、先天性の障害が起こることがある

感染症の発生状況
（梅毒の傾向）

３



梅毒の予防等

【予防】

・コンドームを適切に使用する。

・心配があれば早めに検査を受け、医療機関を受診して早期治療を行う。

・妊婦は妊婦健診で梅毒検査を受け、診断時には早期治療を行う。

【治療】

・梅毒は、早期の適切な抗菌薬治療で完治が可能。

・治療せずに放置すると、長期間の経過で脳や心臓に重大な合併症を起こす

ため、症状がよくなっても自己判断で治療を中断しない。

・感染している可能性がある周囲の方（パートナー等）も検査を受けて、

必要に応じて治療を受ける。

４



梅毒を含む性感染症への取り組み

・保健所では匿名無料で検査を実施。

・梅毒の注意喚起のポスターを作成。

医療機関、学校などの他、飲食店・旅館業に

送付し、啓発を実施。また、希望のあった

飲食店や医療機関に啓発用コンドームを配布。

・SNSなどを利用し、注意喚起を実施。

・保健福祉センター1階や船橋市役所1階ロビー、

ふなばし健康まつりにて

パネル展示を実施。

・市立看護専門学校文化祭、

千葉ジェッツ船橋市民デー

での啓発活動を実施。

５



 令和7年10月にレジオネラ症の患者の死亡事例が報告され、感染予防
と注意喚起のためプレス発表を実施。

（市内では、令和4年以降3年ぶりの死亡事例報告）

感染症の発生状況
（レジオネラ死亡例）
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